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一
一
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号

内
閣
衆
質
一
六
九
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一
一
六
号

平
成
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年
三
月
四
日

内
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理
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福
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康

夫
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議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
中
国
・
上
海
の
日
本
人
学
校
が
取
り
寄
せ
た
教
材
が
中
国
税
関
か
ら
通
関
拒
否
を
受
け
て
い

る
件
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
中
国
・
上
海
の
日
本
人
学
校
が
取
り
寄
せ
た
教
材
が
中
国
税
関
か
ら
通
関
拒
否
を
受
け

て
い
る
件
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
教
材
」
の
一
部
に
尖
閣
諸
島
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
側
輸
入
業
者
が
当
該
図
書
を
留
め
置

き
、
関
連
規
定
に
基
づ
い
て
通
関
に
関
す
る
手
続
を
進
め
て
い
る
等
の
内
容
が
上
海
市
税
関
当
局
が
発
出
し
た
と
さ
れ
る
報

道
用
資
料
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
教
材
」
の
一
部
が
留
め
置
か
れ
て
い
る
理
由
及
び
適
用
法
令
等
に
つ
き
照
会
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
早
期
通

関
を
実
現
す
る
よ
う
申
入
れ
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一
般
に
、
国
際
法
上
、
主
権
と
は
、
国
家
が
自
国
の
領
域
に
お
い
て
有
す
る
他
の
権
力
に
従
属
す
る
こ
と
の
な
い
最
高
の

統
治
権
の
こ
と
を
い
い
、
国
家
の
基
本
的
地
位
を
表
す
権
利
を
意
味
す
る
と
承
知
し
て
い
る
。

四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
が
、日
本
の
領
域
外
に
お
い
て
、民
間
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
日
本
人
学
校
（
在

外
教
育
施
設
の
認
定
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
三
年
文
部
省
告
示
第
百
十
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
文
部
科
学
大
臣
の

認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
）
に
お
け
る
教
育
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
十
年
文
部
省
告
示
第
百
七
十
五
号
）
及
び
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
十
年
文
部

省
告
示
第
百
七
十
六
号
）
等
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
教
材
」
の
輸
入
に
係
る
現
地
政
府
の
意
向
に
沿

っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
現
在
、
中
国
側
に
お
い
て
通
関
に
関
す
る
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
と
理
解
し
て
お
り
、
通
関
が
拒
否
さ
れ
た
と
の
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

上
海
市
税
関
当
局
が
発
出
し
た
と
さ
れ
る
報
道
用
資
料
に
は
、
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
に
関
す
る
中
国
側
の
独
自
の
主
張
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
国
政
府
及
び
上
海
市
政
府
に
対
し
、
抗
議
を
行
っ
た
。

二


